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第22回全国障害者スポーツ大会【いちご一
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とちぎ大会】
栃木県強化指定選手「アスリートゴールドリーダー」を任命

　令和元（2019）年8月24日（土）、とちぎ福祉プラザ多目的ホールにて第22回全国障害者ス
ポーツ大会栃木県強化指定選手「アスリートゴールドリーダー」任命式を開催しました。
　「アスリートゴールドリーダー」は、令和4（2022）年に本県で開催される第22回全国障害
者スポーツ大会「いちご一会とちぎ大会」に向け、選手の競技力及び取組意欲の向上を目的と
して今年度より発足した制度です。今年度は、個人競技40名・団体競技156名の総勢196名が
強化指定選手として任命されました。

令和元（2019）年8月24日（土）　とちぎ福祉プラザ 多目的ホール

各競技の強化指定選手数
○個人競技（40名）
　陸上競技16名、水泳6名、アーチェリー1名、卓球6名（うちSTT 1名）、
　フライングディスク6名、ボウリング3名、ボッチャ2名

○団体競技（156名）
　バスケットボール＜知的＞（男子12名、女子9名）、バスケットボール＜身体＞12名、
　バレーボール＜身体＞（男子12名、女子9名）、バレーボール＜知的＞（男子13名、女子13名）、
　バレーボール＜精神＞13名、サッカー＜知的＞19名、ソフトボール＜知的＞16名、
　フットベースボール＜知的＞13名、グランドソフトボール＜身体＞15名

令和元（2019）年度



第１部：式典

　式典には、選手・役員及び関係者が出席し、齋藤一法選手（水泳）と薄井えりか選手（卓球）
が196名のアスリートゴールドリーダーを代表し、競技力の向上を誓いました。

　第2部では、本県出身で元卓球日
本代表・ロンドン五輪銀メダリスト
の平野早矢香氏を講師にお招きし、
『昨日の自分より一歩前へ〜卓球か
ら学んだ挑戦することの大切さ〜』
と題して講話をいただきました。
　人生の節目や日々の練習における
心構え等、選手時代の経験を交え、
強化指定選手へエールを贈っていた
だきました。

第２部：特別講演

栃木県強化指定選手（アスリートゴールドリーダー）任命式

「昨日の自分より一歩前へ～卓球から学んだ挑戦することの大切さ～」
元卓球日本代表　ロンドン五輪銀メダリスト　平野 早矢香 氏



第25回栃木県ຽ福祉のつͲい 障害者ࣾ会ࢀՃଅਐޭ࿑者知ࣄ表জをडজ
ੁ୩ ܆ 氏

福田知事から表彰状を受けとる菅谷氏

　8月29日（木）に宇都宮市文化会館にて第25回栃木県民福祉のつどいが開催され、本県障害者
スポーツの発展に多大な貢献をされた菅谷薫氏（高根沢町）が障害者社会参加促進功労者として
知事表彰を受けました。
　栃木県民福祉のつどいは、県民の誰もが地域の中で安心して生活できる社会の実現のため、県
民全体が福祉について考え、参加者の活動意欲をより高める機会として開催されています。
　この度の受彰、おめでとうございます。

　障害者スポーツセンターは平成 28（2016）年
8 月に開館し、3 年が経過しました。障害者スポー
ツセンターのアリーナには県内で唯一、ボッチャ
やシッティングバレーボール用コートがあるほ
か、サウンドテーブルテニス室が 2 部屋常設して
あり、県内の障害者スポーツ振興の拠点となって
います。
　総利用者数は 6 万人を超え、アリーナは年間の
稼働率が 80％を超えており、障害者のみならず、
一般県民も利用できることから地域の皆さんのス
ポーツの活動の場として利用されています。
　今後も障害者はもとより多くの県民の皆様に愛されるスポーツセンターを目指してまいります。

とちぎ福祉プラザ 障害者スポーツセンターの外観

とちぎ福祉プラザ 障害者スポーツセンター 開館より３年経過
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　氏　プロフィール
　平成13年に『栃木県特別支援学校知的障害教育校体育連盟』の設立に尽力し、初代会長に就任。第１回ハートピックユニホッ
ク大会の開催、知的障害バスケットボール競技栃木県代表チームの設立など障害者スポーツの振興に多大なる貢献をした。
　平成 14 年から平成 18 年の間、当協会に勤務し、平成 17 年度には、それまで別々に開催していた「栃木県身体障害者スポー
ツ大会」と「栃木県知的障害者スポーツ大会（栃木県ゆうあいピック大会）」を統合した「栃木県障害者スポーツ大会」の開
催に尽力するとともに、現在までの長きにわたり陸上競技役員として競技運営の中心的な役割を果たした。
　また、ニュースポーツ「コントロール・アタック」の考案者であり、平成 22 年に「第 1 回栃木県障害者コントロール・アタッ
ク大会」を開催し、現在までの 10 年の長きにわたり県内各地の普及と振興に取り組んだ。
　平成 14 年以降、「栃木県障害者スポーツ指導員養成研修会」で講師を務め、障害者スポーツ指導者の育成に尽力した。



卓球バレー指導者講習会・体験会開催
　県内における卓球バレーの普及と振興を図るため、指導者講習会・体験会を開催しました。
　講習会には、日本卓球バレー連盟副会長の堀川裕二氏をお招きし、30名の受講生に対し卓球バ
レーのルールや審判のジェスチャーをご指導いただきました。
　体験会では、「こんなに楽しい競技があるとは知らなかった。もっと早く知りたかった。」な
どの声がありました。

体験会の様子 講習会の様子

第１回栃木県卓球バレー大会開催
　『第1回栃木県卓球バレー大会』を8月4日（日）に「とちぎ福祉プラザ 障害者スポーツセン
ター」で開催しました。
　初開催である今大会には、団体7チーム（51名）、個人15名の総勢66名の申込みがありまし
た。試合は個人申込みの15名から2チームを作り、全9チームで予選リーグと決勝トーナメントを
行いました。どの試合も白熱した試合が行われました。

優　勝 いちかい心笑会 B
準優勝 オープンチームA
第３位 いちかい心笑会A オープンチーム B

※オープンチーム：個人申込チーム



障害者スポーツ教室＜市町出前講座＞実施報告

日　　時 会　　場 実施種目 身
体

知
的

精
神

そ
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他

合計

1 5月15日（水）
10：00～12：00

益子町
益子町総合体育館

コントロール・アタック
9 26 — 4 39アキュラシ―

ふうせんバレー

2 5月18日（土）
10：00～12：00

佐野市
アリーナたぬま

コントロール・アタック
— 62 — 4 66ストラックアウト

ボッチャ

3 5月21日（火）
10：00～12：00

真岡市
真岡市総合体育館

ストラックアウト
11 15 3 5 34卓球バレー

カローリング

4 6月7日（金）
10：00～12：00

栃木市（藤岡）
栃木市藤岡総合体育館

コントロール・アタック
21 1 4 18 44

卓球バレー

5 6月13日（木）
10：00～12：00

栃木市（都賀）
栃木市都賀南部コミュニティ体育館

コントロール・アタック
21 11 6 5 43卓球バレー

カローリング

6 6月15日（土）
13：30～15：30

栃木市（栃木）
栃木市勤労者体育センター

コントロール・アタック
27 — — 2 29卓球バレー

カローリング

7 6月19日（水）
9：30～11：30

鹿沼市
鹿沼市TKCいちごアリーナ

コントロール・アタック
17 — — 4 21

ボッチャ

8 6月20日（木）
13：30～15：00

那須塩原市（黒磯）
いきいきふれあいセンター　多目的ホール

コントロール・アタック
11 — — 1 12

ボッチャ

9 6月23日（日）
9：30～11：30

市貝町
旧小貝中央小学校体育館 カローリング 23 — — 2 25

10 6月27日（木）
10：00～12：00

芳賀町
芳賀町農業者トレーニングセンター

ストラックアウト
14 — — 2 16ボッチャ

アキュラシ―

11 9月1日（日）
10：00～12：00

那須烏山市
那須烏山市烏山体育館

アキュラシ―
— 50 — — 50ボッチャ

ふうせんバレー

12 10月24日（木）
10：00～12：00

塩谷町
船生東体育館

コントロール・アタック
— 14 — 29 43アキュラシ―

ふうせんバレー

13 10月31日（木）
9：30～11：30

矢板市
矢板市体育館

コントロール・アタック
17 10 2 11 40ストラックアウト

ボッチャ

14 11月2日（土）
10：00～12：00

那須町
那須町スポーツセンター

コントロール・アタック
9 14 — 13 36

ビームライフル



いきいき ゆめ

　5月25日・26日、茨城県内で行われた第19回全国障害者スポーツ大会「いきいき茨城ゆめ大
会」リハーサル大会兼関東ブロック地区予選会に本県代表の団体競技12チームが出場しました。
　バレーボール（身体）男子が第1位となり本大会出場権を獲得したほか、3チームが第3位とな
りました。

出　場　種　目 対　戦　結　果 順位等

バスケットボール(知的）
男子 初戦 栃木県 群馬県 準決勝 栃木県 横浜市 第3位73-23 52-70

女子 初戦 栃木県 さいたま市 交流戦 栃木県 山梨県
38-63 11-54

車いすバスケットボール（身体） 初戦 栃木県 千葉県
48-66

サッカー（知的） 初戦 栃木県 さいたま市 準決勝 栃木県 東京都 ３位
決定戦

栃木県 群馬県 第4位14-0 0-3 0-1

ソフトボール（知的） 初戦 栃木県 さいたま市 準決勝 栃木県 千葉県 ３位
決定戦

栃木県 埼玉県 第4位13-3 2-17 7-10
グランドソフトボール（身体）
※5月19日東京都で開催 初戦 栃木県 東京都 ３位

決定戦
栃木県 埼玉県

0-13 0-10

バレーボール（身体）
男子 交流戦 栃木県 千葉県 第1位2-0

女子 初戦 栃木県 埼玉県 準決勝 栃木県 東京都 ３位
決定戦

栃木県 さいたま市 第3位2-0 1-2 2-0

バレーボール（知的）
男子 初戦 栃木県 千葉県 交流戦 栃木県 茨城県

0-2 0-2

女子 初戦 栃木県 東京都 ３位
決定戦

栃木県 埼玉県 交流戦 栃木県 茨城県 第3位0-2 2-0 2-0

バレーボール（精神） 初戦 栃木県 相模原市 準決勝 栃木県 東京都 ３位
決定戦

栃木県 横浜市 第4位相模原市棄権 0-2 0-2

フットベースボール（知的） 初戦 栃木県 千葉県 交流戦 栃木県 茨城県
8-12 4-16

※バレーボール（身体）男子は、不戦勝により第１位

第19回全国障害者スポーツ大会『いきいき茨城ゆめ大会』　栃木県選手団の活動報告
各競技とも3回の合同練習会を実施しました。
○個人競技
【陸上・フライングディスク】真岡市総合運動公園　　　　　 【水泳】県立温水プール館
【卓球・STT】とちぎ福祉プラザ 障害者スポーツセンター　　【ボウリング】王冠ボウル
【アーチェリー】足利市民プラザ 身体障害者スポーツセンター
○団体競技
【バレーボール聴覚男子】とちぎ福祉プラザ 障害者スポーツセンター
また、10月3日（木）には、結団式を行い、福田富一知事へ活躍を誓いました。

　今年度開催予定であった第19回全国障害者スポーツ大会「いきいき茨城ゆめ大会」は、台風
19号の影響のため、全日程中止となりました。

リハーサル大会の様子



お知らせ
●教室・大会について

【ボッチャ教室】
＜日時＞
①1月19日（日）14：00～16：00
②2月  1日（土）10：00～12：00
＜会場＞
とちぎ福祉プラザ 障害者スポーツセンター
（※12月1日より募集開始）

第2回栃木県ボッチャ大会
～いちご一会ボッチャ大会～

＜日時＞
2月9日（日）9：00～12：00
＜会場＞
とちぎ福祉プラザ 障害者スポーツセンター
（※12月1日より募集開始）

【コントロール・アタック教室】
＜日時＞
①2月23日（日）14：00～16：00
②3月  1日（日）14：00～16：00
＜会場＞
とちぎ福祉プラザ 障害者スポーツセンター
※1月4日より募集開始

第11回栃木県障害者コントロール・アタック大会
＜日程＞
3月8日（日）時間未定
＜会場＞
とちぎ福祉プラザ 障害者スポーツセンター
※2月2日より募集開始

【アーチェリー教室】
＜日時・会場＞
①12月14日（土）10：00～12：00
足利市民プラザ 身体障害者スポーツセンター
②  1月11日（土）10：00～12：00
③  1月18日（土）10：00～12：00
とちぎ福祉プラザ 障害者スポーツセンター

【栃木県代表チーム選手の選考会】
＜県立聾学校会場＞
　・ソフトボール（知的）1月18日（土）9：00～12：00
　・フットベースボール（知的）1月25日（土）10：00～12：00
＜とちぎ福祉プラザ障害者スポーツセンター会場＞
　・バレーボール（精神）1月18日（土）14：00～16：00
　・バスケットボール（知的）1月19日（日）10：00～12：00
　・バレーボール（知的）2月16日（日）14：00～16：00
＜喜連川 SAKURA グリーンフィールド会場＞
　・サッカー（知的）2月9日（日）13：00～15：00

※‌‌申込方法、締切等の詳細については、当協会ホームページをご確認ください。

●人材バンクについて

　障害のある方が身近な地域で継続的にスポーツを楽しめるように、人的なサポートの基盤をつ
くることを目的として「栃木県障害者スポーツボランティア人材バンク（以下、人材バンク）」
を設立しています。人材バンクは、障害者スポーツを行う方の依頼に応じて、サポートを受けた
い人とボランティアをする人のマッチングを行う制度です。
　例えば、住んでいる地域でスポーツはしたいが用具の準備・片付けが困難などのサポートを受
けたい人と、種目は問わずスポーツする人・チャレンジする人をサポートしたい人をつなげるこ
とが人材バンクです。
　現在91名のボランティア・サポーターの方にご登録いただいておりますが、随時募集中ですの
で、まだご登録されていない方におかれましては、ご協力・ご登録をお待ちしています。
　また、平成30（2018）年度より一斉メールにてボランティア募集情報を発信しています。詳細
は、当協会ホームページのご確認、またはお問合せください。

▼登録対象者
■障害者が地域でスポーツ活動を行うことをサポートする方
■  (公財)日本障がい者スポーツ協会公認障害者スポーツ指導者、その他スポーツ・レクリエーショ

ンの資格を有する方
■(特非)栃木県障害者スポーツ協会が特に適任と認めた方

スポーツに取り組みたい
けど…。
○○○でお困りの方

○○○を支援・
サポートしたい方



見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

賛助会員の紹介及び募集について
　皆様からの温かいご支援ありがとうございます

団体（法人）
( 社福 ) 蓬愛会
栃木介護福祉士専門学校 ( 公財 ) 栃木県体育協会 電機連合栃木地方協議会

大田原市身体障害者福祉会 佐野市体育協会 ( 社福 ) こころみる会

( 医 ) 仙寿会
山本整形外科医院 ( 株 ) 大和義肢製作所 栃木県水泳連盟

鹿沼市手をつなぐ育成会 ( 社福 ) 渡良瀬会 らふ ( 株 ) デンソーテン 小山製作所

日本通運 ( 株 )
宇都宮航空支店 ( 一社 ) 栃木県バスケットボール協会 認定 NPO 法人

チャレンジド・コミュニティ
認定 NPO 法人 日本車椅子レクダンス協会
宇都宮若草支部

個人
薄　井　幸　子 荒　井　勝　夫 小　澤　洋　子
川　村　博　行 内　藤　　　進 君　島　友　紀
木　下　卓　己 土　田　弘　子 萩　原　和　廣
針　谷　良　七 若　江　幸三良 広　瀬　　　浩
八木澤　義　雄 鈴　木　重　成 服　部　隆　志
（令和元年10月31日現在　個人会員28名、団体会員19団体）　※敬称略、順不同

会員の種類及び会費について
個　人　会　員 １口　3,000 円 団　体　会　員 １口　5,000 円

　当協会では障害者スポーツ大会の開催及び第22回全国障害者スポーツ大会出場選手の強化のほ
か、障害者が身近なところでスポーツやレクリエーションに親しめるよう、講習会や普及活動、
またスポーツ・レクリエーション用具の貸出等の事業を行っています。
　活動の趣旨にご賛同・ご支援いただける企業・団体・個人の皆様を賛助会員として募集してお
ります。賛助会員へのご加入につきましては、お気軽に事務局までお問合せください。

●第15回 栃木県障害者スポーツ大会
　令和元（2019）年9月22日（日）に栃木市総合運動公園を主たる会場として開催予定でし
た第15回栃木県障害者スポーツ大会は、中止となりました。ご協力いただいた団体・個人の皆
様に厚く御礼申し上げます。今後ともよろしくお願いいたします。

◆スポーツ・レクレーション用具貸出のお知らせ◆
　障害者スポーツの普及・啓発のため、施設や学校等に用具の貸出
を行っています。
　少しでも多くの方に障害者スポーツを楽しんでいただきたいの
で、積極的にご利用ください。
　詳しくは、協会ホームページをご確認または事務局までお問合せ
ください。

この機関紙は、赤い羽根共同募金の助成金により発行しています。


